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職務発明等フロー　～発明等以降の手続きの流れ～

※学生（研究生含む）の取り扱い
本学の教員の指導のもと行われた研究、あるいは本学の研究経費で行った研究、または本学の施設を利用して行った研究の過程や結果生じた発明等は、当該学生と合意のうえ、知的財産に関わる権利を本学が承継する。
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方式審査

第1年

第2年

特許

（単独出願） （共同出願）

意匠

発明、アイデアの創出 デザインの創作

＊30万円

＊10万円

＊30万円

＊20万円

＊2万円

＊ 4万円（第5年～第6年）

＊ 9万円（第7年～第9年）

＊116万円（第10年～第20年）

＊請求項10項、20年権利を維持し

た場合の費用概算：221万円

権利承継要否判断基準に基

づき大学が権利を承継するか

否か決定（発明委員会）

審査請求要否判断基準に基

づき審査請求するか否か決

定（発明委員会）

権利承継要否判断基準に基

づき大学が権利を承継するか

否か決定（発明委員会）

審査請求要否判断基準に基

づき審査請求するか否か決

定（発明委員会）

権利承継要否判断基準に基

づき大学が権利を承継するか

否か決定（発明委員会）

共願先

共願先

共願先

＊13万円

＊10万円

＊10万円

＊2万円

＊20年権利を維持した場合の費用

概算：88万円

＊ 2万円（第3年）

＊ 51万円（第4年～第20年）
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